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１．はじめに 
 将来の宇宙輸送システムを革新させる技術の一つ

として柔軟構造体を利用した大気突入機があげられ

る。これは、大気突入機のエアロシェルとして展開

型の柔軟構造を用いることにより軽量、大面積の機

体を実現し、弾道係数を大幅に下げることにより、

大気突入時の空力加熱を避けることができのるが最

も大きな利点である。ただし、柔軟構造を有する機

体が高速流中、特に極超音速流中でどのような挙動

及び空力特性を示すのかは明らかになっていない点

が多い。よって、本研究では、それらについて本極

超音速風洞を用いて実験的に計測を行うための予備

実験を行った。 
 
２．フレア型エアロシェルの空力特性取得 
 図１に示すような半球に六角錐台形状の金属製エ

アロシェルをとりつけた模型を用いて、空力特性の

取得試験を行った。エアロシェルの外縁にはインフ

レータブルトーラスを模擬した外枠を取り付けてあ

る。この模型は、事前に行った遷音速＆超音速風洞

実験[1]で用いた模型の相似形である。図２は模型周

りの流れのシュリーレン可視化写真である。図３は

フレア型模型のマッハ数と抵抗係数の関係である。

本試験の結果は剛体模型のみであるが、今後は柔軟

構造エアロシェルの極超音速領域での計測を行って

いく予定である。 
 
３．バリュート型モデルの挙動 
 ガス圧で形状を維持するタイプの柔軟構造減速装

置をバリュートと呼ぶ。ここでは、スティングの先

端に球状のバリュートをとりつけた模型を用いて、

その極超音速流中での挙動を観察した。図４の写真

に実験に用いた模型を示す。バリュート部は、外側

は耐熱用の ZYLON 布、内部に気密を保つためのポ

リエチレンフィルムの２層構造となっている。図４

に通風中の模型の様子とその軸方向の力の時間履歴

を示す。通風後４秒後に力が大きくなっているのは

空力加熱により内部のポリエチレンが溶融し、内部

のガスが漏れ模型が扁平になったためである。今後

は材料の組み合わせ等を変更し、空力加熱への耐久

性について詳しく調べていく予定である、 
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図１：風洞模型   図２：流れ場の可視化 
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図３：フレア型エアロシェル模型のマッハ数と抵抗

係数の関係 
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図４：バリュート型模型の様子と軸力の時間履歴 


